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平
家
物
語
を
素
材
と
し
た
能
は
、
二
番
目
物
の
修
羅
物
に
最
も
多
く
、
三
番
目

物
・
四
番
目
物
・
五
番
目
物
に
も
渉
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
典
拠
を
平
家
物
語

と
す
る
二
番
目
物
の
修
羅
能
・
略
修
羅
能
に
つ
い
て
管
見
を
述
べ
た
い
。

一

　
能
楽
に
つ
い
て
は
、
現
在
上
懸
り
と
言
わ
れ
て
い
る
観
世
流
・
宝
生
流
に
対
し

て
、
下
懸
り
の
金
春
流
・
金
剛
流
・
喜
多
流
の
五
流
が
あ
る
が
、
現
今
に
お
い
て

演
能
曲
の
最
も
多
い
観
世
流
現
行
曲
に
拠
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
ま
ね

　
能
楽
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
世
阿
弥
は
花
伝
書
の
第
二
、
物
学
静
々
の
項
で

　
　
　
　
　
ひ
た
め
ん
　
も
の
ぐ
る
い
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
ご
と

「
女
・
老
人
・
直
面
・
物
狂
・
法
師
・
修
羅
・
神
・
鬼
・
唐
事
」
に
分
類
し
て
説

明
を
加
え
て
お
り
、
至
道
花
書
に
お
い
て
は
、
二
曲
三
髄
に
分
別
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
ダ
ウ

　
「
常
藝
の
稽
古
の
準
々
、
暴
風
髄
お
ほ
し
と
云
共
、
習
道
の
入
門
は
、
二
曲
三

　
髄
を
す
ぐ
べ
か
ら
ず
。
二
曲
と
申
は
舞
歌
、
三
龍
と
申
は
物
ま
ね
の
人
禮
也
。

平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

　
一
申
略
一
途
外
の
風
鐸
の
し
な
じ
な
は
、
み
な
こ
の
二
曲
三
筆
よ
り
を
の
つ
か

　
　
　
　
ヨ
ウ
フ
ウ

　
ら
出
奉
る
用
風
を
、
し
ぜ
ん
く
に
待
つ
べ
し
。
か
み
ま
ひ
、
閑
全
な
る
よ
そ

　
を
ひ
は
、
老
匠
の
用
風
よ
り
い
で
、
幽
玄
み
や
び
た
る
ふ
し
か
か
り
は
、
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ド
ウ
ソ
ク
ト
ウ
　
　
セ
イ
キ
ョ
ク

　
の
用
風
よ
り
い
で
、
身
動
足
躇
の
生
曲
は
、
軍
盟
の
用
風
よ
り
い
で
て
、
意

　
中
の
景
を
の
れ
と
見
風
に
あ
ら
は
る
べ
し
。
若
、
な
を
も
藝
力
お
ろ
そ
か
に

　
て
、
此
用
風
生
ぜ
ず
と
も
、
二
曲
三
髄
だ
に
き
は
ま
り
た
ら
ば
、
上
果
の
爲
手

　
に
て
は
あ
る
べ
し
。
此
二
曲
三
髄
を
定
位
本
風
地
髄
と
名
附
。
1
後
略
1
」

と
あ
り
、
田
作
書
に
お
い
て
は
、

　
「
三
界
重
書
條
々
。
老
・
女
・
軍
、
三
軍
也
。
1
中
略
一
は
う
か
、
是
は
軍
髄

　
　
　
　
ナ
イ
ド
ウ

　
の
末
風
、
砕
動
の
態
風
な
り
。
じ
ね
ん
こ
じ
、
花
月
、
男
物
ぐ
る
ひ
、
若
は
女

　
物
ぐ
る
い
な
ど
に
て
も
あ
れ
、
馬
持
の
風
に
よ
り
て
、
砕
動
の
便
風
あ
る
べ

　
し
。
一
後
略
1
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
　
一
日
の
演
能
曲
数
に
つ
、
い
て
は
、
習
道
書
に
次
の
よ
う
に
示
し
て
い

る
。
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平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

　
「
申
樂
の
番
数
の
事
、
昔
は
四
五
番
に
は
過
ぎ
ず
。
今
も
神
事
勧
進
等
に
は
、

　
信
の
能
の
申
樂
三
番
、
狂
言
二
番
、
巳
上
五
番
な
り
。
近
年
貴
所
様
に
て
仕
る

　
事
は
、
殊
の
外
に
番
数
を
蚕
し
て
、
七
八
番
、
十
番
な
ど
、
貴
命
に
て
仕
る

　
事
、
私
な
ら
ず
。
然
れ
ば
、
能
の
序
破
急
の
事
、
脇
能
は
序
な
り
、
二
番
三
番

　
四
番
は
破
に
て
、
事
を
蓋
し
て
、
五
番
目
は
急
に
て
は
て
～
、
序
破
急
納
ま
り

　
て
、
遊
樂
成
就
の
一
壷
な
る
に
、
思
は
ざ
る
に
、
番
敷
重
な
れ
ば
、
序
破
急
ま

　
た
改
ま
り
て
、
曲
道
も
前
後
す
る
同
軸
な
り
」

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
脇
能
・
二
番
・
三
番
・
四
番
・
切
能
と
い
っ
た
五
番
立
の
演

能
順
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
五
番
立
が
確
立
し
た
の
は
、

や
は
り
、
徳
川
時
代
で
、
江
戸
幕
府
が
諸
芸
道
の
系
統
・
組
織
の
調
査
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
各
流
の
責
任
者
は
芸
道
に
関
す
る
資
財
目
録
と
共
に
上
演
の
曲
目
を

　
か
き
あ
げ

「
書
上
」
と
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
上
演
曲
目
と
そ
の
数

の
整
理
と
共
に
五
番
立
の
分
類
も
確
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
観
世
流
現
行
曲
二
百
八
番
の
う
ち
、
神
歌
を
除
い
て
二
百
七
番
を
五
番
立
に
よ

っ
て
分
類
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
初
番
目
物
（
脇
能
物
）

　
　
神
舞
物
・
働
物
・
尋
物
・
真
の
序
の
舞
物
・
中
の
舞
物
．
神
楽
面
．
獅
々
舞
物

　
二
番
目
物
（
修
羅
物
）

　
　
カ
ケ
リ
物
・
霜
露
ケ
リ
物
・
中
の
舞
物

　
三
番
目
物
（
墨
物
）

　
　
序
の
舞
物
・
中
の
舞
物
・
舞
の
な
い
物

　
四
番
目
物
（
雑
能
物
）

　
　
狂
乱
物
（
塩
物
）
女
物
狂
物
・
男
物
狂
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

　
　
遊
詰
物
（
遊
楽
・
遊
二
物
）
神
楽
物
・
遊
楽
物
・
遊
女
物
・
執
心
遊
楽
物

　
　
執
念
物
－
執
心
・
執
念
物

　
　
人
情
物
一
二
の
な
い
物

　
　
現
在
物
－
男
舞
物
・
切
組
物
・
準
切
能
物

　
五
番
目
物
（
切
能
物
）

　
は
た
ら
き

　
　
働
　
物
－
害
悪
な
き
鬼
神
物
・
害
悪
の
鬼
神
物
・
英
雄
の
幽
霊
物
・
加
護
神

　
　
　
　
　
　
霊
物
・
竜
神
物
・
畜
類
物
・
天
狗
物

　
　
早
舞
物
一
女
物
・
中
将
物

　
　
特
殊
舞
踊
－
舞
踊
が
目
的
の
物

　
　
祝
言
物
－
半
能
（
原
則
的
に
）

　
以
上
で
あ
る
が
、
こ
の
五
種
類
を
、
神
物
・
男
物
・
女
物
・
職
長
・
鬼
畜
物
の

略
称
で
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
俗
称
で
あ
る
。
初
番
目
物

の
「
脇
能
」
は
、
能
の
中
で
も
本
格
的
な
定
型
を
守
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
脇

能
物
は
後
ジ
テ
で
神
体
が
あ
ら
わ
れ
、
厳
粛
な
う
ち
に
も
、
め
で
た
く
晴
れ
や
か

さ
を
も
っ
た
能
で
あ
る
。
脇
能
の
名
称
は
、
翁
の
脇
と
云
う
意
味
で
ワ
キ
が
初
め

に
次
第
の
難
子
で
登
場
し
て
謡
う
の
が
、
原
則
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
修
羅
物
」
は
、
文
字
通
り
修
羅
道
の
苦
し
み
を
見
せ
る
も
の
で
、
主
人
公
が

殆
ど
源
平
の
名
将
で
名
を
知
ら
れ
た
武
士
で
あ
る
。
　
「
巴
」
の
よ
う
に
女
武
者
の

例
外
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
そ
う
し
た
武
将
た
ち
は
、
戦
場
に
お
い
て
殺
生
の

匁
を
と
っ
て
戦
っ
た
以
上
は
、
仏
法
の
最
も
戒
め
と
す
る
重
罪
を
犯
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
と
ご
と
く
修
羅
道
に
落
ち
ね
ば
な
ら
ぬ
。
修
羅
道
と
は
仏
教
用
語

で
、
迷
界
の
人
間
が
今
生
に
お
い
て
つ
く
っ
た
業
果
に
よ
っ
て
、
来
世
に
到
る
六

道
、
す
な
わ
ち
、
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生
道
・
修
羅
道
・
人
間
道
・
天
上
道
の
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中
の
修
羅
道
で
、
そ
こ
に
堕
ち
た
者
は
、
仏
罰
と
し
て
皆
修
羅
の
苦
し
み
を
受
け

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
逃
が
れ
る
道
は
、
た
だ
一
つ
弥
陀
の
本
願
を

頼
み
ま
い
ら
せ
て
救
わ
れ
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
「
髪
物
」
は
、
源
氏
物
語
・
伊
勢
物
語
な
ど
を
素
材
と
し
た
王
朝
女
性
が
主
人

公
で
、
原
則
と
し
て
優
雅
な
序
の
舞
を
舞
ふ
も
の
で
あ
る
。
髪
物
の
名
称
は
、
男

性
が
女
物
を
演
ず
る
た
め
に
用
い
る
髭
か
ら
の
名
称
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
女
性

を
主
人
公
と
す
る
能
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
「
四
番
目
物
」
は
、
脇
能
物
・
修
羅
物
・
謡
物
・
切
能
物
の
範
囲
に
入
ら
な
い

能
の
総
称
で
あ
る
か
ら
、
雑
能
物
ま
た
は
雑
物
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
演
能
番
組
の

順
位
か
ら
四
番
目
物
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
ぎ
り

　
　
「
切
能
」
は
、
番
組
の
大
切
に
お
か
れ
て
、
演
能
の
最
後
を
飾
る
短
的
で
壮
快

で
あ
り
、
テ
ン
ポ
の
早
い
も
の
が
多
い
。
内
容
的
に
言
え
ば
、
鬼
畜
天
狗
類
は

は
た
ら
き

働
を
見
せ
る
も
の
で
あ
り
、
早
舞
物
は
貴
人
の
現
世
へ
の
追
憶
的
舞
物
で
あ
り
、

特
殊
舞
踊
は
、
狸
々
乱
・
石
橋
の
獅
子
舞
な
ど
の
よ
う
に
妖
精
の
祝
賀
的
表
現
で

あ
る
。

　
と
に
か
く
、
一
日
の
演
能
の
終
り
を
、
最
も
高
ら
か
に
賑
々
し
く
、
し
か
も
、

能
楽
の
観
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
重
厚
さ
を
失
わ
な
い
で
演
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

能
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
上
述
べ
た
五
番
立
の
呼
称
を
「
脇
能
物
」
　
「
修
羅
物
」
　
「
髪
物
」

　
「
四
番
目
物
」
　
「
切
能
」
と
し
て
観
世
流
現
行
曲
を
分
類
し
た
。

　
次
に
示
す
表
は
、
二
百
七
番
の
部
数
を
五
番
立
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
で
あ

る
。

　
　
脇
能
物
　
　
三
十
曲

平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

脇
能
物

切
能
物

i
t
i
y
l
g
o
4
3

／禽
、
感

触
駕

髪
物
　
詑
％四

番
目
物

略
修
羅
物

　
修
羅
物
　
　
十
六
曲

　
碧
南
　
三
十
二
曲

　
四
番
目
物
　
八
十
六
曲

　
　
　
（
内
略
修
羅
物
三
十
二
曲
）

　
切
能
物
　
　
四
十
三
曲

　
　
　
　
　
（
内
患
修
羅
物
六
曲
）

　
修
羅
物
は
、
現
行
曲
二
百
七
番
の

う
ち
十
六
曲
で
あ
る
が
、
四
番
目
物

の
う
ち
、
略
修
羅
物
と
し
て
修
羅
物

同
様
に
二
番
目
に
演
ず
る
こ
と
を
許

さ
れ
て
い
る
も
の
が
三
十
二
曲
有
り
、
切
能
物
の
う
ち
で
六
曲
が
略
修
羅
物
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
事
実
上
修
羅
物
と
し
て
演
ず
る
こ
と
が
出
来
る
曲
筆
は
五
十
四

曲
と
な
る
。
右
の
表
に
お
い
て
演
能
順
に
よ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
曲
数
を
示

す
た
め
で
あ
る
。

　
な
お
謡
本
（
観
世
流
・
大
成
版
）
に
、
四
・
五
番
と
記
さ
れ
て
い
る
十
七
曲
に

つ
い
て
は
、
曲
趣
な
ど
か
ら
判
断
し
、
い
つ
れ
か
に
定
め
て
分
類
し
た
。

　
四
番
目
物
と
し
た
の
は
十
一
曲
で
あ
る
。

　
　
　
あ
た
か
　
　
　
　
じ
ね
ん
二
　
じ
　
　
　
ぜ
ん
じ
そ
　
が
　
　
　
　
し
ち
き
お
も
　
　
　
し
よ
う
ぞ
ん
　
　
だ
い
ぶ
つ
く

　
　
「
安
宅
」
　
「
自
然
居
士
」
　
「
禅
師
曽
我
」
　
「
七
騎
落
」
　
「
正
尊
」
　
「
大
仏
供

　
　
よ
う
　
　
　
た
だ
の
ぶ
　
　
　
に
し
き
ど
　
　
　
ぬ
え
　
　
　
も
り
ひ
さ

　
　
養
」
　
「
忠
信
」
　
「
錦
戸
」
　
「
鶴
」
　
「
盛
久
」

　
“
番
目
物
と
し
た
曲
は
六
曲
で
あ
る
。

　
　
　
こ
う
て
い
　
　
し
ょ
う
く
ん
　
　
す
　
ま
げ
ん
じ
　
　
　
ぜ
っ
し
よ
う
せ
き
　
　
　
た
に
ニ
う
　
　
　
ら
し
よ
う
も
ん

　
　
，
皇
帝
」
　
「
昭
君
」
　
「
須
磨
源
氏
」
　
「
殺
生
石
」
　
「
谷
行
」
　
「
羅
生
門
」

九
九
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平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

二

　
修
羅
物
（
略
修
羅
物
を
含
む
）
五
十
四
曲
の
う
ち
二
十
七
曲
が
平
家
物
語
に
素

材
を
得
て
い
る
。
平
家
物
語
の
中
に
異
本
平
家
物
語
と
言
わ
れ
て
い
る
源
平
盛
衰

記
を
も
含
め
た
。
二
十
六
曲
の
曲
名
・
後
ジ
テ
・
出
典
を
次
に
表
示
す
る
。
曲
名

・
後
ジ
テ
は
、
観
世
流
謡
本
・
大
成
版
に
よ
り
、
出
典
の
平
家
物
語
は
、
冨
倉
徳

次
郎
著
「
平
家
物
語
全
注
釈
」
（
角
川
書
店
刊
）
に
よ
っ
た
。
曲
目
の
下
欄
の
（
）

は
別
名
で
あ
る
。
出
典
「
平
家
物
語
」
を
紙
面
の
都
合
上
「
平
家
」
と
略
し
た
。

曲
名
は
五
十
音
順
と
し
た
。

　
　
曲
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
後
ジ
テ
　
　
　
　
　
出
　
曲
ハ

　
あ
　
　
た
か

　
安
　
宅
（
安
宅
判
官
）
　
　
武
蔵
坊
弁
慶
　
　
「
源
平
盛
衰
記
」
光
六

　
あ
っ
　
も
り

　
敦
盛
（
草
刈
敦
盛
）
　

平
敦
盛
「
平
家
」
巻
九
・
敦
盛
の
最
後

い
か
り
か
ず
き

　
碇
　
潜
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
知
盛
　
「
平
家
」
巻
十
一
・
先
帝
御
入
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
能
登
殿
最
後
・
内
侍
所
都
入

　
い
く
た
あ
っ
も
り

　
生
田
敦
盛
（
生
田
）
　
　
　
　
平
　
敦
盛
　
「
平
家
」
巻
九
・
敦
盛
最
後

磁
ら
　
　
（
二
宮
）
　
　
　
梶
原
源
太
景
季
　
「
源
平
盛
衰
記
」
巻
光
六
・
一
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
構
同
巻
升
七
・
景
時
秀
句

　
か
げ
　
　
き
よ

　
景
　
清
（
盲
目
景
晴
）
　
　
悪
七
兵
衛
景
清
　
「
平
家
」
巻
十
一
・
弓
流

　
か
ね
　
ひ
ら

　
兼
平
　
　
　
　
　
　
　
今
井
兼
平
　
「
平
家
」
巻
九
・
河
原
合
戦
・
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
最
後

　
き
　
　
　
そ

　
木
曽
（
木
曽
願
書
・
埴
生
）
覚
明
「
平
家
」
巻
七
・
木
曽
願
書

瀧
経君

ニ
　
　
こ
う

小
　
督
（
三
国
）

囑
強
含
．
篠
原
）

し
ち
ホ
お
ち

七
騎
落
（
七
騎
落
忍
）

し
ゅ
ん

如
し
ゆ
ん
ぜ
い
た
だ
の
り

俊
成
忠
度

し
よ
う
ぞ
ん

，鶴忠廷正

野
醜
響
警
撃
俊
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
　
忠
度

（昌
r
・
土
佐
坊
・
土
佐
出
訴
）
土
佐
坊
正
尊

尊
熾
（
空
腹
・
吉
野
忠
信
・
矢
倉
忠
信
）

蟹
鷲
罹
．
）

通書鶴窒巴ξ知毒経ヨ

　　丸　あ
麟　　章奪還

盛参

久警

一
〇
〇

　
　
　
　
　
　
平
　
清
経
　
　
「
平
家
」
巻
八
・
太
宰
府
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
源
平
盛
衰
記
」
巻
光
三
・
清
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
海

　
　
　
　
　
　
源
　
仲
国
　
「
平
家
」
巻
六
・
小
督

　
　
　
　
斎
藤
別
当
実
盛
　
「
平
家
」
一
一
・
一
盛
最
後

　
　
　
　
　
　
土
肥
実
平
　
「
源
平
盛
衰
記
」
巻
廿
一
・
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
殿
臥
木
に
隠
る
る
・
巻
廿
二
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
殿
三
浦
に
遭
会
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
平
家
」
気
圏
・
赦
文

（
五
条
忠
度
）
　
　
　
　
　
　
「
平
家
」
巻
七
・
忠
度
都
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
平
家
」
巻
十
二
・
土
佐
町
諌

　
　
　
　
　
　
佐
藤
忠
信
　
　
「
源
平
盛
衰
記
」
義
経
吉
野
都
落

　
　
　
　
　
薩
摩
守
忠
度
　
　
「
平
家
」
巻
九
・
忠
度
都
落
・
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摩
守
最
後

　
　
　
　
　
　
平
経
正
「
平
家
」
巻
七
・
経
正
都
落

　
　
　
　
　
　
平
　
知
章
　
　
「
平
家
」
塩
湖
・
浜
軍

　
　
　
　
　
　
巴
　
御
前
　
「
平
家
」
巻
九
・
木
曽
最
後

　
　
　
　
　
　
　
鶴
　
　
　
「
平
家
」
巻
四
・
鶴

　
　
　
　
　
　
平
　
通
達
　
　
「
平
家
」
巻
九
・
老
馬
・
坂
落
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
宰
相

　
　
　
　
　
　
平
　
盛
久
　
長
門
本
「
平
家
」
巻
廿
・
主
馬
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郎
左
衛
門
尉
盛
久
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屋や鵜

墨
総
譲
」

磯
（
源
三
位
・
宇
治
頼
政
）

源
　
義
経

源
三
位
頼
政

　
ら
し
よ
う
も
ん

　
羅
生
門
（
綱
）
　
　
鬼
神

　
以
上
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
次
の
四
点
を
書
き
加
え
て
お
き
た
い
。

一、

O
物
で
平
家
物
語
を
素
材
と
し
て
い
る
も
の
（
四
曲
）

　
　
お
は
ら
ご
こ
う
　
　
　
せ
ん
じ
ゆ
　
　
　
ほ
と
け
が
は
ら
　
　
　
ゆ
　
や

　
「
大
原
御
幸
」
　
「
千
手
」
　
「
仏
　
原
」
　
「
熊
野
」

二
、
平
家
物
語
を
除
く
軍
記
物
で
略
修
羅
物
と
さ
れ
て
い
る
曲
、
義
経
記
・
曽
我

　
物
語
・
太
平
記
な
ど
に
素
材
を
得
て
い
る
も
の
（
十
一
曲
）

　
　
え
ぼ
し
お
れ
　

く
す
の
つ
ゆ
　
く
ま
さ
か
　
　
こ
う
う
　
　
ぜ
ん
じ
そ
が
　
　
と
も
な
が

　
「
烏
帽
子
折
」
　
「
楠
露
」
　
「
熊
坂
」
　
「
項
羽
」
　
「
禅
師
曽
我
」
　
「
朝
長
」

　
　
な
か
み
つ
　
　
に
し
き
ど
　
　
　
は
し
べ
ん
け
い
　
　
よ
う
ち
そ
　
が
　
　
　
よ
う
ぼ
し

　
「
弧
光
」
　
「
錦
戸
」
　
「
橋
弁
慶
」
　
「
夜
討
曽
我
」
　
「
弱
法
師
」

三
、
修
羅
物
・
略
修
羅
物
で
あ
り
な
が
ら
軍
記
物
に
取
材
せ
ず
、
説
話
・
歴
史
物

　
語
・
和
歌
・
縁
起
も
の
等
に
素
材
を
得
て
い
る
も
の
（
十
七
曲
）

　
　
あ
し
か
り
　
　
　
か
よ
い
ζ
ま
ち
　
　
　
か
げ
つ
　
　
　
ζ
う
や
も
の
ぐ
る
い
　
　
じ
ね
ん
二
じ
　
　
　
　
し
ゅ
ん
え
い

　
「
芦
刈
」
　
「
通
小
町
」
　
「
花
月
」
　
「
高
野
物
狂
」
　
「
自
然
居
士
」
　
「
春
栄
」

　
　
う
　
と
　
う
　
　
　
そ
と
ば
　
こ
ま
ち
　
　
　
　
た
む
ら
　
　
　
だ
い
ぶ
つ
く
よ
う
　
　
　
つ
ち
ぐ
る
ま
　
　
に
し
き
ぎ

　
「
善
三
四
」
　
「
卒
都
婆
小
町
」
　
「
田
村
」
　
「
大
仏
供
養
」
　
「
土
車
」
　
「
錦
木
」

　
は
ち
の
き
　
　
　
ふ
な
は
し
　
　
　
ほ
う
か
ぞ
う
　
　
　
ま
つ
む
し
　
　
　
お
み
な
め
し

　
「
鉢
木
」
　
「
船
橋
」
　
「
放
下
僧
」
　
「
松
虫
」
　
「
女
郎
花
」

四
、
切
能
の
中
、
平
家
物
語
を
は
じ
め
軍
記
物
に
取
材
し
て
い
る
も
の

　
げ
ん
じ
よ
う
　
　
ふ
ぼ
べ
ん
け
い
　
　
い
か
り
か
づ
き
　
　
ら
し
よ
う
も
ん

　
「
玄
象
」
　
「
船
弁
慶
」
　
「
碇
潜
」
　
「
羅
生
門
」

三

平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

「
平
家
」
巻
十
一
・
屋
殿
軍
・
弓

流
「
平
家
」
源
氏
揃
・
大
衆
揃
・
橋

合
戦
・
宮
最
後

「
平
家
」
巻
十
一
・
剣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

　
修
羅
能
の
こ
と
を
能
楽
大
成
者
で
あ
る
世
阿
弥
元
清
は
「
花
伝
書
」
の
中
の
物

ま
ね学

条
々
の
項
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
（
世
阿
弥
十
六
部
集
・
上
・
能
勢
朝

次
著
・
岩
波
書
店
刊
に
よ
る
。
）
本
文
は
吉
田
東
伍
博
士
が
安
田
家
蔵
本
を
翻
刻

し
た
も
の
で
、
傍
訓
漢
字
・
平
仮
名
は
能
勢
朝
次
博
士
の
責
任
に
な
る
も
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
爲

　
　
こ
れ
又
一
艦
の
能
な
り
。
よ
く
す
れ
ど
も
、
を
も
し
ろ
き
所
ま
れ
な
り
。
さ

　
　
　
　
　
爲
　
　
　
　
　
　
但

　
の
み
に
は
す
ま
じ
き
な
り
。
た
だ
し
、
源
平
な
ど
の
名
の
あ
る
人
の
事
を
、
花

　
　
　
　
　
作
　
　
寄
　
　
　
　
善
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
白

　
鳥
風
月
に
つ
く
り
よ
せ
て
、
能
よ
け
れ
ば
、
何
よ
り
も
ま
た
お
も
し
ろ
し
。

　
こ
れ
　
殊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
燈
　
　
　
　
修
　
羅
　
狂

　
是
、
こ
と
花
や
か
な
る
所
あ
り
た
し
。
こ
れ
て
い
な
る
し
ゅ
ら
く
る
ひ
、
や
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
言
動
　
　
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
も
す
れ
ば
、
鬼
の
ふ
る
ま
ひ
に
な
る
な
り
。
又
は
、
舞
の
手
に
も
な
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
　
　
懸
　
　
　
　
　
　
　
宣

　
　
　
　
曲
　
舞
懸

　
そ
れ
も
く
せ
ま
ひ
が
＼
り
な
ら
ば
、
す
こ
し
舞
が
、
り
の
手
つ
か
ひ
よ
ろ
し
か

　
　
　
　
　
ゆ
み
胡
篠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
打
　
　
　
以
　
多
リ
　
　
　
　
　
持

　
る
べ
し
。
弓
箭
な
ぐ
ひ
を
た
つ
さ
へ
て
、
う
ち
物
を
も
て
嚴
と
す
。
そ
の
も
ち

　
様
使
様
　
ヨ
伺
　

本
意
働

　
や
う
、
つ
か
ひ
や
う
を
、
能
く
う
か
ゴ
ひ
て
、
そ
の
ほ
ん
い
を
は
た
ら
く
べ

　
　
　
あ
ひ
か
ま
へ
　
　
　
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
し
。
相
構
て
、
鬼
の
は
た
ら
き
、
又
舞
の
手
に
な
る
所
を
用
心
す
べ
し
。

　
以
上
で
あ
る
が
、
修
羅
は
、
世
阿
弥
の
物
真
似
の
基
本
体
（
軍
体
・
老
体
・
女

体
）
で
あ
る
三
体
の
う
ち
の
軍
体
で
あ
る
。
　
「
よ
く
す
れ
ど
も
を
も
し
ろ
き
所
ま

れ
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
お
も
し
ろ
き
所
ま
れ
な
も
の
を
、
源
平
な
ど

の
名
の
あ
る
武
将
の
こ
と
を
花
鳥
風
月
に
つ
く
り
よ
せ
て
「
能
よ
け
れ
ば
何
よ
り

．
も
お
も
し
ろ
し
」
と
し
て
、
修
羅
能
を
現
行
曲
の
よ
う
に
面
白
く
し
た
の
は
花
鳥

風
月
に
作
り
よ
せ
た
か
ら
で
あ
る
と
世
阿
弥
は
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
修
羅
能
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

面
白
さ
は
「
相
構
へ
て
鬼
の
は
た
ら
き
、
又
舞
の
手
に
な
る
所
を
用
心
す
べ
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
た
ら
き

と
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
五
番
目
物
の
鬼
畜
の
よ
う
に
「
働
」
を
し
て
は
な
ら

ず
、
舞
の
手
の
よ
う
に
優
に
や
さ
し
く
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
先
学
の
方
達
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
日
の
よ
う
に
、
お
も
し
ろ
き

修
羅
能
を
作
り
あ
げ
た
の
は
世
阿
弥
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
略
修
羅
物
物
が
、
神
事
物
に
は
皆
無
で
、
尋
物
に
は
三
十
二
曲
の
う
ち
四
曲
の

み
で
あ
り
、
四
番
目
物
八
十
二
曲
の
う
ち
三
十
二
曲
も
含
ま
れ
て
お
り
、
鬼
畜
物

の
中
に
五
曲
含
ま
れ
て
い
る
の
も
、
素
材
に
よ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、

こ
う
し
た
世
阿
弥
の
本
意
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
世
阿
弥
の
著
「
花
鏡
」
の
「
序
破
急
の
事
」
に
も
、
修
羅
物
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
後
を
省
略
し
て
二
番
目
物
に
つ
い
て
の
部
分

の
み
転
載
す
る
。
（
世
阿
弥
十
六
部
集
上
・
能
勢
朝
次
著
・
岩
波
書
店
刊
に
よ
る
。
）

　
　
　
　
目

な

け

れ
ば　ま
’　だ

是素　’

も　さ
い　　の

ま　み
だ　に

共　ふ風い
、1未袖璽

雲量細

い
な
る

べ
し

。

是長し
嫉

畦織わ脇

騒ぐ

　　ば番
ほ本ん
ん　め目
ぜ説の
つ　さ猿
た量る
x“ @が楽
　　く
く　は

一　　　　　　　s

名彗か
残δに　　　　　き
の　な　　　　々の
風奪く　　　　さ猿
響て余楽乞余楽
。乾てく　た　く

　　を　に　ら　に

　　鉾欝宗嫉

　　1婁’縷
　　ぞる

　　　　し閑は・砕

　　　　と　り
　　ふ風や雅だ
時じぜ情か　る
分尤いな尋風
に　な　り　つ髄
て　れ　ん　て

　
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
修
羅
物
は
、
　
「
ほ
ん
ぜ
っ
た
ゴ
し
く
、
つ
よ
つ
よ

と
し
た
ら
ん
が
、
し
と
や
か
な
ら
ん
ふ
う
て
い
な
る
べ
し
」
と
し
て
い
る
。
能
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぐ

朝
次
博
士
は
、
　
「
本
説
正
し
く
」
は
「
直
な
る
本
説
」
と
同
義
語
で
、
本
説
と

は
、
修
羅
能
の
場
合
は
、
そ
の
曲
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
軍
記
物
語
を
さ
し
、
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

弘
出
典
の
筋
を
ゆ
が
め
ず
、
修
羅
物
ら
し
く
、
軍
体
と
し
て
誰
々
と
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
が
、
鬼
畜
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
、
し
と
や
か
な
ら
ん
風
体
で
、

人
間
と
し
て
、
も
の
の
あ
は
れ
を
解
す
る
武
将
と
し
て
、
表
現
す
べ
き
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

　
四
番
目
物
以
外
は
、
能
は
大
抵
の
場
合
、
複
式
夢
幻
的
と
し
て
、
前
ジ
テ
が
登
場

し
て
昔
の
思
い
出
を
語
っ
て
の
ち
、
か
き
消
す
よ
う
に
中
入
り
と
な
る
。
ふ
た
た
び

シ
テ
が
登
場
す
る
折
は
、
昔
さ
な
が
ら
の
軍
体
の
姿
で
あ
ら
わ
れ
、
主
人
公
自
身

が
、
修
羅
の
さ
ま
を
語
り
、
歎
き
悲
し
む
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
者
が
客
観

的
に
過
ぎ
去
っ
た
日
の
思
い
出
を
語
る
の
で
は
迫
力
が
な
く
、
能
を
演
ず
る
者
も
、

観
客
も
、
成
仏
出
来
な
い
主
人
公
の
苦
し
み
を
自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
し
か
し
、
源
平
の
武
将
が
甲
胃
に
身
を
か
た
め
て
あ
ら
わ
れ
、
昔
の
修
羅

の
さ
ま
を
武
将
自
身
が
演
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
能
は
魅
力
あ
る
も
の
と
な
り
、

そ
こ
で
、
　
「
本
説
正
し
く
」
平
家
物
語
が
、
そ
の
ま
ま
の
詞
章
で
用
い
ら
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
能
に
お
け
る
「
幽
霊
」
と
は
、
そ
う
し
て
現
実
感
を
も
っ
た
迫
力
の

あ
る
昔
語
り
の
手
法
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
す
ば
ら
し
い
着
眼
で
あ
る
と
思
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
序
の
名
残
り
の
三
態
で
、
雅
趣
を
持
つ
人
間

で
あ
り
、
し
か
も
、
武
士
の
下
々
と
し
た
も
の
も
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
　
「
敦
盛
」
の
あ
わ
れ
さ
と
雄
々
し
き
若
武
者
振
り
、
　
「
忠
度
」
に
み
る
和
歌

の
風
雅
と
、
右
の
肘
を
肩
の
も
と
か
ら
う
ち
落
さ
れ
、
遂
に
岡
部
六
弥
太
に
首
を

討
ち
取
ら
れ
る
勇
武
の
さ
ま
、
修
羅
能
の
う
ち
、
た
だ
一
人
の
女
性
と
し
て
登
場

す
る
巴
御
前
の
あ
っ
ば
れ
女
武
者
と
し
て
の
奮
闘
と
、
女
性
故
に
義
仲
と
共
に
死

を
選
ぶ
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
木
曽
殿
の
最
後
を
見
と
ゴ
け
て
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
人

間
の
業
の
あ
わ
れ
さ
、
執
念
と
仏
法
に
よ
る
救
い
、
風
雅
と
修
羅
な
ど
ま
こ
と
に
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能
の
持
つ
深
い
味
わ
い
が
こ
こ
に
存
す
る
こ
と
を
強
く
思
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
く
世
阿
弥
の
秘
伝
書
で
、
能
楽
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
注
意
す
べ

き
重
要
な
点
を
書
き
の
こ
し
た
「
三
号
書
」
　
（
世
阿
弥
六
十
一
歳
の
折
、
次
男
昏

冥
に
与
え
た
伝
書
）
の
三
盆
壁
書
上
々
の
項
を
能
勢
朝
次
博
士
の
世
阿
弥
十
六
部

集
に
よ
っ
て
転
載
す
る
。

　
　
　
グ
ン
タ
イ
　
の
う
す
が
た
　
ケ
リ
ヨ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
將
　
　
　
　
に
ん
て
い
　
ほ
ん
ぜ
っ

　
　
一
、
守
髄
の
能
姿
、
小
一
、
源
平
の
名
し
や
う
の
人
禮
の
本
説
な
ら
ば
、

　
殊
　
　
　
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
か
く

　
こ
と
に
く
平
家
の
物
が
た
り
の
ま
ま
に
書
べ
し
。
三
又
、
五
段
の
ほ
ど
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
愛

　
い
、
音
曲
の
長
短
を
は
か
ら
ふ
べ
し
。
又
、
い
り
か
は
り
て
出
る
事
あ
ら
ば
、

　
　
　
　
　
　
く
せ
ま
ひ

　
後
の
き
わ
に
、
曲
舞
な
ど
あ
る
べ
し
。
し
か
ら
ば
、
破
か
急
へ
か
＼
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
か
や
う
な
る
能
は
、
六
段
な
ど
に
も
な
る
べ
し
。
又
、
い
り
か
は
ら
ね
ば
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
　
　
際
　
　
　
引
寄
　
　
　
短

　
段
な
る
も
の
も
あ
り
。
能
に
よ
る
べ
し
。
は
じ
め
の
き
わ
を
ひ
き
よ
せ
て
、
み

　
　
　
　
　
　
か
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
　
　
擦
　
　
　
程
　
　
　
　
様

　
じ
か
く
と
書
べ
し
。
軍
艦
の
風
姿
、
本
ぜ
っ
に
よ
る
べ
き
ほ
ど
に
、
書
や
う

　
　
風
　
　
　
　
偏
　
　
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
短
　
　
　
　
書

　
の
か
、
り
、
一
ぺ
ん
と
さ
だ
ま
る
べ
か
ら
ず
。
音
曲
な
ど
も
み
じ
か
く
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
修
羅
懸
　
　
　
　
早
　
節
　
　
い
る

　
き
て
、
急
を
ば
、
し
ゅ
ら
が
＼
り
の
は
や
ぶ
し
へ
入
べ
し
。
人
髄
に
よ
り
て
、

　
怒
　
　
善
　
　

有
　
　
健
気
　
節
所
　
　

揉

　
い
か
り
て
よ
か
る
べ
き
も
あ
る
べ
し
。
け
な
げ
か
る
ふ
し
か
＼
り
に
て
、
も
み

　
々
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
の
　
　
　
　
告
聲
有

　
く
と
あ
る
べ
し
。
軍
髄
の
出
物
、
定
め
て
名
の
り
ご
ゑ
あ
る
べ
し
。
心
得
て

　
書
す
べ
し
。

　
こ
こ
で
は
、
修
羅
能
の
作
書
に
つ
い
て
注
意
を
与
え
て
い
る
。
　
「
例
へ
ば
、
源

平
の
名
将
の
人
里
の
本
説
な
ら
ば
、
殊
に
殊
に
平
家
の
物
語
の
ま
ま
に
書
く
べ

し
」
と
は
、
内
容
や
詞
章
を
平
家
物
語
の
ま
ま
に
書
く
よ
う
に
、
典
拠
出
典
を
大

切
に
せ
よ
と
注
意
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

　
修
羅
物
の
能
の
眼
目
は
後
ジ
テ
に
あ
る
。
前
ジ
テ
は
主
人
公
の
化
身
で
、
尉
や

里
人
と
し
て
登
場
し
、
ワ
キ
と
の
問
答
の
う
ち
に
次
第
に
シ
テ
の
昔
語
り
と
な
っ

て
、
そ
の
素
性
を
明
か
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
、
中
入
り

と
言
う
手
法
を
つ
か
っ
て
、
複
式
夢
幻
能
と
し
て
後
ジ
テ
の
凛
々
し
い
武
将
の
出

場
に
よ
り
、
観
客
の
耳
目
を
驚
か
し
、
ま
た
、
幕
の
な
い
立
体
的
な
エ
プ
ロ
ン
舞

台
を
巧
く
生
か
し
て
、
尉
や
里
人
の
姿
か
ら
、
中
入
り
後
は
一
変
し
て
華
麗
な
武

者
装
束
で
、
観
客
の
中
の
舞
台
で
、
傷
ま
し
い
修
羅
の
巷
で
の
死
を
飾
る
修
羅
が

か
り
の
早
節
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
そ
の
本
領
で
あ
る
後
ジ
テ
の
部
分
を
多
く
す
る
た
め
に
、
前
ジ

テ
は
短
か
く
と
書
き
、
後
ジ
テ
の
修
羅
の
さ
ま
は
、
け
な
げ
な
る
節
が
か
り
に

て
、
も
み
く
と
あ
っ
て
平
家
物
語
の
詞
章
が
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
世
阿
弥
は
何
故
に
、
　
「
殊
に
く
平
家
の
語
り
の
ま
ま
に

書
く
べ
し
」
と
、
平
家
物
語
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
殊
に
く

戒
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
世
阿
弥
の
生
き
た
時
代
は
、
平
曲
が
大
衆
に
愛
さ
れ
、

寺
社
の
催
物
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
国
に
平
家
物
語
が
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　
世
阿
弥
の
生
誕
に
対
す
る
研
究
は
一
章
氏
・
香
西
精
氏
・
松
田
存
氏
・
藪
田
嘉

一
郎
氏
な
ど
多
く
の
先
学
の
方
達
に
よ
っ
て
、
資
料
の
発
見
と
研
究
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
世
阿
弥
の
生
き
た
千
三
百
年
代
は
、
平
曲
が
最
も
世
の
人
々
に
賞
玩
さ

れ
た
時
代
で
、
徒
然
草
の
文
献
に
よ
る
信
濃
前
司
行
装
と
共
に
そ
の
名
を
伝
え
ら

れ
て
い
る
盲
琵
琶
法
師
生
仏
を
平
曲
の
開
祖
と
し
て
、
平
曲
界
の
大
成
者
と
目
さ

れ
て
い
る
、
覚
一
検
校
は
「
常
楽
記
」
に
よ
る
と
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
に
没

し
て
い
る
が
、
後
村
上
天
皇
の
御
代
に
、
彼
の
没
後
約
百
年
間
の
平
曲
史
上
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

盛
時
の
礎
を
築
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
後
花
園
天
皇
・
後
土
御
門
天
皇
の
時
代
は

平
曲
の
極
春
期
で
、
広
く
大
衆
に
向
っ
て
、
平
曲
を
流
布
し
、
ま
た
、
大
衆
も
、

天
下
を
ゆ
る
が
し
た
源
平
の
戦
い
に
強
い
関
心
を
よ
せ
、
特
に
平
家
物
語
に
つ
い

て
は
、
平
曲
に
よ
っ
て
非
常
に
く
わ
し
く
内
容
を
知
っ
て
お
り
、
他
に
娯
楽
と
て

少
な
い
時
代
に
、
あ
の
哀
調
を
も
っ
た
琵
琶
の
音
色
と
共
に
、
心
の
カ
メ
ラ
に
や

き
つ
い
て
い
る
源
平
の
武
将
た
ち
の
こ
と
が
、
も
し
も
、
能
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ

て
し
ま
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
人
々
は
お
そ
ら
く
猿
楽
能
に
魅
力
を
持
た
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
自
分
の
心
の
中
に
残
り
、
時
代
と
共
に
美
化
さ
れ
て
ゆ
く

源
平
の
名
将
を
、
視
聴
覚
に
訴
え
て
捉
え
る
こ
と
の
出
来
る
楽
劇
「
能
」
に
よ
っ

て
目
前
に
見
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
こ
そ
、
能
は
武
士
階
級
は
勿
論
大
衆
に
も
う

け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
　
「
能
」
が
猿
楽
座
と
し
て
大
衆
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
今
日

の
よ
う
に
大
衆
に
う
け
入
れ
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
長
い
時
間
を
要
し
て
い
る
。
歴

代
の
将
軍
は
能
楽
者
の
よ
き
後
援
者
で
あ
り
、
庇
護
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
能
を

今
日
ま
で
存
続
さ
せ
て
い
る
生
命
力
は
、
能
役
者
が
ど
ん
な
処
に
お
い
て
も
、
大

衆
か
ら
離
れ
、
大
衆
を
忘
れ
た
芸
能
に
安
ん
じ
て
は
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
風
姿
花
客
の
第
五
奥
義
に
お
い
て
「
こ
の
芸
と
は
、
衆
人
愛
敬
を
も
て
、
一
座

建
立
の
寿
福
と
せ
り
」
と
い
い
、
　
「
貴
所
・
宮
寺
・
田
舎
・
遠
国
・
諸
社
の
祭
礼

に
い
た
る
ま
で
、
押
し
並
べ
て
、
そ
し
り
を
得
ざ
ら
ん
を
、
寿
命
の
達
人
の
為
手

と
は
申
す
べ
き
か
」
と
言
ひ
、
ま
た
「
そ
も
そ
も
、
芸
能
と
は
、
諸
人
の
心
を
和

ら
げ
て
、
上
下
の
感
を
成
さ
ん
こ
と
、
寿
福
増
長
の
基
、
遽
齢
延
年
の
法
な
る
べ

し
」
と
、
階
級
的
な
も
の
を
超
え
て
、
芸
能
が
一
般
庶
民
の
人
々
に
尊
重
さ
れ
る

べ
き
だ
と
い
う
自
覚
を
忘
れ
ず
に
精
進
す
る
こ
と
に
、
生
命
を
か
け
て
「
芸
」
を

｝
〇
四

磨
い
た
か
ら
こ
そ
A
「
日
ま
で
長
い
生
命
力
を
保
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
、
永
積
安
明
氏
も
「
観
世
」
　
「
昭
4
5
年
8
月
号
）
に
お
い
て
、
　
「
『
平

家
物
語
』
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
ず
れ
た
語
り
方
に
よ
っ
て
は
、
と
う
て
い
享
受
者

を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
え
て
こ
れ
を
無
視
す
れ
ば
、
能
芸
存
立
の
基
礎

と
し
て
の
「
衆
人
愛
敬
」
に
よ
る
「
寿
福
増
長
」
を
犠
牲
に
す
る
は
か
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
お

ら
れ
る
。

四

　
能
勢
朝
次
博
士
の
申
さ
れ
た
「
『
平
家
の
ま
ま
に
書
く
』
と
言
う
こ
と
は
、
内

容
や
詞
章
は
、
能
ふ
限
り
平
家
物
語
の
ま
ま
に
書
く
と
言
う
意
味
で
、
説
話
の
進

行
ま
で
も
、
平
家
物
語
の
通
り
に
進
め
よ
と
言
う
意
味
は
含
ま
れ
て
居
な
い
も
の

と
考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
は
、
能
を
考
察
す
る
上
に
お
い
て
、
心
す
べ
き

御
意
見
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
詞
章
は
能
う
限
り
平
家
物
語
の
ま
ま
に
書
き
な
が
ら
、
平
家
物
語

で
は
な
い
「
能
」
と
い
う
芸
術
の
あ
る
べ
き
姿
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、
素
材
で
あ
る
平
家
物
語
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
修
羅
物
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
平
家
物
語
の
中
の
武
将
た
ち
は
、
平
氏
の
公

達
、
敦
盛
・
藩
論
・
忠
度
・
経
正
・
知
章
・
人
血
・
知
盛
な
ど
や
、
老
武
者
な
が

ら
あ
っ
ば
れ
な
戦
死
を
遂
げ
た
馬
簾
な
ど
が
あ
り
、
源
氏
の
武
将
た
ち
で
は
、
源

義
経
・
武
蔵
坊
弁
慶
・
悪
七
兵
衛
景
清
・
源
三
位
頼
政
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
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は
、
天
下
を
掌
の
中
に
お
さ
め
得
た
ほ
ど
の
英
雄
平
清
盛
に
つ
い
て
は
、
一
曲
も

見
う
け
ら
れ
な
い
。

・
保
元
・
平
治
の
乱
の
後
、
清
盛
は
殿
上
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
政
界
の
有
力

者
と
し
て
、
つ
い
に
摂
政
関
白
太
政
大
臣
に
ま
で
昇
進
し
、
安
徳
天
皇
の
外
祖
父

と
し
て
名
実
共
に
天
下
の
実
権
を
握
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
平
家
物
語
・
巻
一
の
「
我
身
栄
花
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、

　
　
我
身
の
栄
花
を
極
む
る
の
み
な
ら
ず
、
一
門
と
も
に
繁
昌
し
、
嫡
子
重
盛
、

　
内
大
臣
左
大
将
、
次
男
宗
盛
、
中
納
言
右
大
将
、
三
男
知
盛
、
三
位
中
将
、
嫡

，
孫
維
盛
、
四
位
少
将
、
す
べ
て
一
門
の
公
卿
十
六
人
、
殿
上
人
三
十
余
人
、
諸

　
国
の
受
領
、
衛
府
、
諸
司
、
都
合
六
十
余
人
な
り
。
世
に
は
軍
人
な
く
そ
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず

　
ら
れ
け
る
。
i
中
略
－
　
日
本
秋
津
島
は
繰
か
に
六
十
六
箇
国
、
平
家
知
行
の

　
国
三
十
余
箇
国
、
既
に
半
国
に
こ
え
た
り
。
そ
の
外
庄
園
田
畠
い
く
ら
と
い
ふ

　
数
を
知
ら
ず
。
綺
羅
充
満
し
て
堂
上
の
如
し
。
軒
騎
群
集
し
て
門
前
市
を
な
す

　
一
後
略
1

　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
立
身
出
世
を
し
、
天
下
を
我
が
も
の
と
成
し
得
た
清
盛
こ

そ
、
衆
人
の
最
も
興
味
あ
る
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
能
の
素
材
と
し
て
は

充
分
過
ぎ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
滅
び
ゆ
く
平
家
の
公
達
は
描
か

れ
て
も
、
そ
の
柱
と
頼
む
平
清
盛
の
姿
を
能
の
中
に
み
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ

の
事
に
つ
い
て
は
、
金
井
清
光
著
「
能
の
研
究
」
　
（
桜
楓
社
刊
）
で
は
、

　
　
か
れ
こ
そ
修
羅
道
に
お
ち
、
不
断
の
苦
患
を
痛
烈
に
受
け
る
人
物
と
し
て
、

　
修
羅
の
人
物
と
し
て
、
修
羅
物
の
主
人
公
に
は
ま
っ
さ
き
に
取
り
あ
げ
ら
れ
な

　
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
世
阿
は
清
盛
を
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
清
盛

　
が
戦
場
で
死
ん
だ
の
で
は
な
い
こ
と
に
一
因
が
あ
ろ
う
。
ま
た
一
つ
に
は
清
盛

　
　
　
　
平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

　
が
あ
ま
り
に
偉
大
な
人
物
で
あ
り
す
ぎ
た
た
め
、
能
作
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ

　
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
清
盛
の
よ
う
な
政
治
家
を
と
り
あ
げ

　
る
こ
と
は
、
世
阿
の
能
を
後
援
し
て
い
る
足
利
将
軍
に
対
し
遠
慮
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
事
情
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
木
曽
義
仲
を
主
人
公
と

　
す
る
修
羅
物
も
な
い
1
後
略

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
清
盛
は
東
洋
人
特
有
の
悲
劇
の
主
人
公
と
し
て
同
情
に
値

す
る
人
物
の
範
疇
に
入
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
源
義
経
は
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
は
、
平
家
滅
亡
に
対
し
て
殊
勲
の
手

柄
を
立
て
な
が
ら
兄
頼
朝
に
さ
え
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
悲
運
の
武
将
で
あ
っ

た
。
前
述
の
平
家
の
公
達
も
、
父
清
盛
の
期
待
を
裏
切
り
、
公
卿
的
優
雅
さ
故
に

あ
は
れ
に
も
源
氏
の
鍛
え
ら
れ
た
軍
勢
の
力
の
ま
え
に
脆
く
も
倒
れ
て
い
っ
た
弱

き
公
達
た
ち
で
あ
る
。
　
「
敦
盛
」
に
し
て
も
、
平
家
物
語
「
敦
盛
最
後
」
の
段
に
　
槻

あ
る
よ
う
に
、

　
　
招
か
れ
て
取
っ
て
帰
し
、
渚
に
打
ち
上
が
ら
ん
と
し
給
ふ
処
に
、
熊
谷
打
ち

　
ぎ
は
に
て
押
し
賜
べ
、
ひ
つ
組
ん
で
ど
う
と
落
っ
。
取
っ
て
押
さ
へ
て
頚
を
か

　
か
ん
と
内
甲
を
押
し
仰
け
て
融
け
れ
ば
、
年
の
墨
黒
六
七
ば
か
ん
な
る
が
、
薄

　
化
粧
し
て
金
黒
な
り
。
わ
が
子
の
小
次
郎
が
齢
に
て
容
顔
誠
に
美
麗
な
り
け
れ

　
ば
、
巻
く
に
刀
を
立
つ
べ
し
と
も
覚
え
ず

　
と
あ
る
よ
う
に
、
十
六
七
歳
の
公
達
の
命
は
、
渚
に
は
か
な
く
も
散
っ
た
の
で

あ
る
。
平
重
盛
の
嫡
男
維
盛
と
て
平
家
物
語
巻
十
「
入
水
」
に
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に

　
　
三
位
の
中
将
維
盛
、
法
名
浄
円
、
生
年
廿
七
歳
、
寿
永
三
年
三
月
廿
八
日
、

　
　
那
智
の
沖
に
て
入
水
す

一
〇
五



平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

と
あ
る
よ
う
に
平
清
盛
の
直
系
の
孫
で
あ
り
な
が
ら
廿
七
歳
の
若
さ
で
、
都
に
残

し
た
愛
し
い
妻
子
に
深
く
心
を
残
し
っ
っ
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
い
る
。
平
家
一
門

を
担
う
べ
き
維
盛
の
死
を
見
と
ゴ
け
た
唯
一
人
の
人
、
滝
口
入
道
の
発
心
の
動
機

は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
わ
が
子
と
同
じ
年
令
の
敦
盛
の
若
き
命
を
武
士
故

に
散
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
熊
谷
次
郎
直
実
の
人
の
親
と
し
て
の
心
情
は
、
つ

い
に
滝
口
入
道
と
同
じ
仏
道
修
行
の
身
と
な
っ
て
、
大
道
心
を
求
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
武
蔵
守
知
章
は
新
中
納
言
知
盛
の
子
息
で
生
年
十
六
歳
、
一
の
谷
の
敗
戦
で
磯

辺
に
逃
げ
抜
け
て
、
沖
な
る
御
座
船
を
追
お
う
と
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
、
敦
盛
と

同
じ
く
源
氏
の
叢
薄
に
追
わ
れ
て
、
主
上
を
守
護
し
奉
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
起
筆
盛
を

助
け
、
知
章
は
監
物
太
郎
と
共
に
、
こ
れ
も
ま
た
十
六
歳
と
い
う
余
り
に
傷
ま
し

い
若
さ
で
討
死
し
た
。
現
在
、
平
通
盛
碑
と
並
ん
で
神
戸
の
地
に
眠
っ
て
い
る
。

　
最
愛
の
人
小
宰
相
と
添
い
遂
げ
る
こ
と
な
く
、
若
き
通
盛
は
、
真
向
ち
や
う
と
打

ち
返
す
太
刀
に
て
敵
と
刺
し
違
へ
て
共
に
修
羅
道
の
苦
を
う
け
、
ま
た
も
、
平
家
の

公
達
は
清
盛
の
願
い
も
む
な
し
く
哀
れ
に
も
散
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
小
宰
相
は

こ
れ
を
聞
き
、
彼
女
も
ま
た
、
「
あ
か
で
別
れ
し
妹
背
の
な
か
ら
ひ
、
必
ず
一
つ
蓮

に
迎
へ
さ
せ
給
へ
」
と
後
を
追
う
て
南
無
と
唱
う
る
声
と
共
に
海
に
沈
ま
れ
た
。

　
ま
た
、
清
盛
の
末
弟
薩
摩
守
忠
度
は
、
平
家
物
語
、
忠
度
都
落
・
薩
摩
守
最
後

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
た
だ
一
騎
と
っ
て
返
し
、
　
「
落
人
帰
り
き
た
り
」
と
俊
成

卿
の
家
人
が
騒
ぐ
な
か
を
、
日
頃
詠
み
お
い
た
歌
百
余
首
書
き
あ
つ
め
ら
れ
た
巻

物
を
鎧
の
ひ
き
あ
わ
せ
よ
り
取
り
出
し
て
藤
原
俊
成
卿
に
奉
っ
た
。
そ
の
後
勇
武

に
す
ぐ
れ
た
忠
度
も
右
腕
を
切
ら
れ
な
が
ら
も
戦
い
、
つ
い
に
岡
部
六
弥
太
に
討

た
れ
果
て
る
。
や
が
て
早
し
ず
ま
っ
て
千
載
集
を
撰
し
た
折
、
勅
勘
の
人
故
に
読

一
〇
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人
知
ら
ず
と
し
て
・

　
さ
ざ
な
み
や
志
賀
の
都
は
荒
れ
に
し
を
む
か
し
な
が
ら
の
山
ざ
く
ら
か
な

の
歌
を
載
せ
ら
れ
た
。
平
家
物
語
で
は
「
其
身
朝
敵
と
な
り
に
し
上
は
、
子
細
に

を
よ
ば
ず
と
い
ひ
な
が
ら
、
う
ら
め
し
き
事
共
也
」
と
結
ん
で
い
る
が
、
能
で
は

「
な
に
な
か
く
の
千
載
集
の
。
歌
の
品
に
は
入
り
た
れ
ど
も
。
勅
勘
の
身
の
悲

し
さ
は
。
読
人
知
ら
ず
と
書
か
れ
し
事
。
妄
執
の
中
の
第
一
な
り
」
と
し
て
、
能

の
前
段
の
「
行
き
暮
れ
て
…
…
」
の
歌
と
、
後
段
の
読
み
入
知
ら
ず
と
な
っ
た
怨

み
を
取
り
あ
げ
て
、
陰
惨
な
戦
い
の
中
に
優
雅
の
情
趣
を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
。

　
若
者
や
、
中
年
の
忠
度
だ
け
で
な
く
、
老
武
者
「
実
盛
」
の
中
に
も
、
人
間
と

し
て
深
い
哀
愁
を
お
ぼ
え
る
の
で
あ
る
。
能
で
は
計
謀
の
最
後
を
、
実
盛
み
ず
か

ら
亡
霊
と
な
っ
て
後
ジ
テ
の
語
り
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
実
盛
の
亡
霊
「
さ
て
も
篠
原
の
合
戦
敗
れ
し
か
ば
、
源
氏
の
方
に
手
塚
の
太

・
郎
光
盛
、
木
曽
殿
の
御
前
に
参
り
て
申
す
や
う
、
光
盛
こ
そ
奇
異
の
曲
者
と
組

　
ん
で
首
取
っ
て
候
へ
。
大
将
か
と
見
れ
ば
続
く
勢
も
な
し
、
ま
た
侍
か
と
思
へ

　
ば
錦
の
直
垂
を
著
た
り
。
名
の
れ
く
と
責
む
れ
ど
も
、
終
に
名
の
ら
ず
。
声

　
は
坂
東
声
に
て
候
と
申
す
。
木
曽
殿
「
あ
っ
ば
れ
長
井
の
斎
藤
別
当
堅
忍
に
て

　
や
あ
ら
ん
。
然
ら
ば
、
髪
髪
の
白
髪
た
る
べ
き
が
黒
き
こ
そ
不
審
な
れ
。
樋
口

　
の
次
郎
は
見
知
り
た
る
ら
ん
」
と
て
召
さ
れ
し
か
ば
、
樋
口
参
り
、
た
だ
一
目

　
見
て
涙
を
は
ら
く
と
築
い
て
、

　
「
あ
な
無
斬
や
な
。
斎
藤
別
当
に
て
候
ひ
け
る
そ
や
。
実
盛
常
に
申
し
し
は
、

　
六
十
に
余
っ
て
戦
を
せ
ば
、
若
殿
原
と
争
ひ
て
先
を
駈
け
ん
も
大
人
気
な
し
。

　
又
老
武
者
と
て
人
々
に
、
侮
ら
れ
ん
も
口
惜
し
か
る
べ
し
。
髪
髪
を
墨
に
染

　
め
、
若
や
ぎ
討
死
す
べ
き
由
常
々
申
し
候
ひ
し
が
∵
真
に
染
あ
て
候
ρ
洗
は
せ
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て
御
覧
候
へ
」
と
申
し
も
あ
へ
ず
首
を
持
ち
1
中
略
一
髪
を
洗
ひ
て
見
れ
ば
、

　
墨
は
流
れ
落
ち
て
元
の
白
髪
と
な
り
に
け
り
。
げ
に
名
を
惜
し
む
弓
取
は
誰
も

　
斯
く
こ
そ
あ
る
ぺ
け
れ
や
。
あ
ら
優
し
や
と
て
感
涙
を
ぞ
流
し
け
る
。

　
平
家
物
語
巻
七
「
隆
盛
最
後
」
の
章
と
殆
ど
同
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
　
「
朽
ち

も
せ
ぬ
そ
の
名
ば
か
り
を
と
ぼ
め
置
き
て
枯
野
の
す
す
き
形
見
と
そ
見
る
」
と
詠

ん
だ
西
行
法
師
な
ら
ず
と
も
、
能
の
観
客
で
あ
る
武
将
達
は
、
平
家
物
語
を
、
そ

し
て
実
盛
を
他
人
ご
と
な
ら
ず
わ
が
身
に
感
じ
、
感
涙
を
流
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
実
盛
の
「
首
洗
池
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
が
片
山
津
温
泉
の
近
く
に
残
っ
て

い
る
。
蒲
が
密
生
し
た
水
溜
り
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
は
掃
除
が
行
届
い
て
い
る
そ

う
で
あ
る
が
、
十
学
年
前
に
訪
れ
た
折
は
、
い
か
に
も
い
に
し
え
の
旧
蹟
ら
し
く

あ
わ
れ
に
荒
れ
果
て
て
懐
惨
さ
が
あ
っ
た
。

　
み
ず
か
ら
の
手
で
弓
矢
を
と
り
、
長
い
戦
い
を
体
験
し
た
観
客
の
武
士
達
は
舞

台
で
演
ぜ
ら
れ
る
修
羅
物
の
能
を
観
る
時
、
過
去
に
お
い
て
修
羅
の
巷
を
か
け
め

ぐ
り
、
阿
鼻
叫
喚
の
中
を
命
を
か
け
て
戦
っ
た
非
情
の
世
界
に
想
い
を
馳
せ
、
演

能
の
中
に
自
分
を
見
出
し
て
、
惜
し
み
な
い
喝
采
を
送
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
り
く

　
そ
れ
は
、
た
ゴ
勇
ま
し
い
武
士
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
殺
裁
を
敢
え
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
者
の
、
入
間
と
し
て
の
心
の
傷
み
を
か
み
し
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
要
す
る
に
、
能
に
描
か
れ
た
軍
体
も
の
は
、
平
家
物
語
に
描
か
れ
た
武
将
よ
り

も
、
優
雅
で
あ
り
、
人
間
味
豊
か
で
、
哀
愁
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。
観
客
の
心

の
中
に
常
に
隠
し
持
っ
て
い
る
人
間
と
し
て
の
弱
さ
や
、
苦
患
を
、
そ
し
て
、
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

史
物
語
や
軍
記
物
語
な
ど
の
底
を
流
れ
る
人
間
の
執
念
を
表
に
と
り
出
し
て
見
せ

て
い
る
。
そ
う
し
た
悲
劇
が
目
前
に
描
き
出
さ
れ
演
出
さ
れ
、
観
客
の
心
を
捉
え

平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

る
時
、
能
と
い
う
芸
術
は
、
人
間
の
も
の
と
し
て
生
命
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。
花
伝
書
奥
儀
の
中
で
、
　
「
命
に
は
限
り
あ
り
、
能
に
は
果
て
あ
る
べ
か

ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
芸
術
が
真
に
き
び
し
く
、
ま
た
、
個
人
の
生
命
を
超

え
て
、
永
遠
に
存
続
し
得
る
価
値
の
あ
る
も
の
と
す
る
べ
く
限
り
な
い
努
力
を
促

し
た
世
阿
弥
の
芸
能
者
と
し
て
の
心
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

五

　
平
家
物
語
お
よ
び
、
能
。
謡
曲
の
名
所
旧
蹟
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
学
の
方

達
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
等
を
参
考
に
し
て
、
修
羅
物
の
み
に

つ
い
て
表
示
し
た
。
名
所
・
旧
蹟
は
シ
テ
を
中
心
に
主
要
場
面
に
限
っ
た
。

　
名
所
・
旧
蹟
が
二
箇
所
に
わ
た
る
場
合
は
、
国
名
を
異
に
す
る
も
の
に
限
り
、
二

箇
所
に
記
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
曲
に
は
※
印
を
つ
け
、
合
計
は
半
分
と
し
た
。

　
ま
ず
、
修
羅
物
十
五
曲
に
つ
い
て
府
県
別
に
分
類
し
て
み
た
。
修
羅
物
十
六
曲

の
う
ち
「
田
村
」
の
み
が
、
平
家
物
語
を
素
材
と
し
て
い
な
い
の
で
、
修
羅
物
で

あ
る
が
省
い
た
。
左
に
府
県
別
に
し
て
曲
名
を
記
し
た
。

　
　
　
　
　
　
あ
っ
も
り
　
　
　
　
　
い
く
た
あ
っ
も
り
　
　
　
え
び
ら
　
　
禽
だ
の
り
　
　
　
と
も
あ
遵
ら

兵
庫
県

京
都
府
・
市

滋
賀
県

徳
島
県

香
川
県

「
敦
盛
」
※
「
生
田
敦
盛
」
　
「
簸
」
　
「
忠
度
」
　
「
知
章
」

　
　
し
ゅ
ん
ぜ
い
た
だ
の
り
　
　
　
た
む
ら

　
　
「
俊
成
忠
度
」
　
「
田
村
」

よ
り
ま
ま
ロ

「
頼
政
」

か
ね
ひ
ら
　
　
　
と
も
え

「
兼
平
」
　
「
巴
」

み
ち
も
り

「
通
盛
」

や
し
ま

「
屋
島
」

つ
ね
ま
さ
　
　
　
　
　
い
く
た
あ
っ
も
り

「
経
正
」
※
「
生
田
敦
盛
」

一
〇
七
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平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ね
セ
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
県
　
　
「
実
盛
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
　
　
「
朝
長
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
の
表
を
概
観
し
て
み
る
と
、
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
曲
の
中
、
近
畿
地
方
に
十
、
一
曲
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
源
平
の
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
と
な
っ
た
京
都
や
兵
庫
に
ゆ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
地
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
修
羅
物
に
略
修
羅
物
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
た
五
十
四
曲
の
名
所
旧
蹟
を
分
類

し
て
み
る
と
、
や
は
り
、
近
畿
地
方
が
圧
倒
的
で
、
五
十
四
曲
の
う
ち
二
十
九
曲

あ
り
、
半
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
便
宜
上
京
都
は
特
に
多
い
の
で
点
線
を
つ
け
て

示
し
た
。
関
東
・
中
部
が
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
源
氏
に
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

〔
近
畿
地
方
〕

兵
庫
県

大
阪
府

奈
良
県

滋
賀
県

あ
っ
も
り

「
敦
盛
」

ぬ
え

「
鵡
」

あ
も
か
り

「
芦
刈
」

た
だ
の
ぶ

「
忠
信
」

か
ね
ひ
ら

「
兼
平
」

え
び
ら
　
　
た
だ
の
り
　
　
　
と
も
あ
さ
ら
　
　
な
か
み
つ
　
　
　
　
い
く
た
あ
っ
も
り

「
簸
」
　
「
忠
度
」
　
「
知
章
」
　
「
仲
光
」
※
「
生
田
敦
盛
」

く
す
の
つ
ゆ
　
　
ま
つ
む
し
　
　
　
よ
う
ぼ
し

「
楠
露
」
　
「
松
虫
」
　
「
弱
法
師
」

だ
い
ぶ
つ
く
よ
う

「
大
仏
供
養
」

と
も
え
　
　
じ
ね
ん
こ
じ
　
　
　

え
ぼ
し
お
れ

「
巴
」
※
「
自
然
居
士
」
※
「
鳥
帽
子
折
」

　
　
　
　
　
　
こ
う
や
も
の
ぐ
る
い

和
歌
山
県
※
「
高
野
物
．
狂
」

　
　
　
　
か
げ
つ
　
　
　
　
か
よ
い
こ
ま
ち
　
　
　
＝
こ
う
　
　
　
　
　
じ
ね
ん
二
じ
　
　
　

し
ゅ
ん
ぜ
い
た
だ
の
り

京
都
府
　
　
「
花
月
」
　
「
通
小
町
」
・
「
小
督
」
※
「
自
然
居
士
」
　
「
俊
成
忠
度
」

　
　
　
　
し
よ
う
ぞ
ん
　
　
モ
　
と
ば
こ
さ
ち
　
　
　
た
む
ら
　
　
　
つ
ね
ま
さ
　
　
　
は
し
べ
ん
け
い

　
　
　
　
「
正
尊
」
　
「
卒
都
婆
小
町
」
　
「
田
村
」
　
「
経
正
」
・
※
「
橋
弁
慶
」
※

　
　
　
　
も
り
ひ
さ
　
　
　
　
い
く
た
あ
っ
も
り
　
　
　
ら
し
よ
う
も
ん
　
　
　
お
み
な
え
し
　
　
　
よ
り
ま
さ

　
　
　
　
「
盛
久
」
※
「
生
田
敦
盛
」
　
「
羅
住
門
」
　
「
女
郎
花
」
　
「
頼
政
」

　
　
　
岬

　
　
　
　
”

　
　
　
　
岬

　
　
　
　
一

京
都
　
一
近
畿

　
　
　
弦
2
9

　
　
　
ユ

中
華
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
ら

幅
　
・
N
～
、

一
〇
八

難
一一一．．b一一・一．．，．

　中
　部

関
東

〔
奥
羽
地
方
〕

　
　
に
し
き
ぎ
　
　
　
に
し
き
ど

　
　
「
錦
木
」
　
「
錦
戸
」

〔
中
国
地
方
〕

　
　
い
か
り
か
ず
き

　
　
「
碇
　
潜
」

〔
四
国
地
方
〕

　
　
み
も
も
り
　
　
　
や
し
ま

　
　
「
切
盛
」
　
「
屋
島
」

〔
九
州
地
方
〕

　
　
か
げ
き
よ
　
　
　
き
よ
つ
ね
　
　
　
し
ゅ
ん
か
ん

　
　
「
景
清
」
　
「
清
経
」
　
「
俊
寛
」

〔
中
華
人
民
共
和
国
〕

　
　
こ
う
う

　
　
「
項
羽
」

〔
関
東
地
方
〕

　
　
し
ち
き
お
ち
　
　
　
し
ゅ
ん
え
い
　
　
ぜ
ん
じ

　
　
「
七
騎
落
」
　
「
春
栄
」
　
「
禅
師

　
そ
　
が
　
　
　
は
ち
の
き
　
　
　
ほ
う
か
ぞ
う

　
曽
我
」
　
「
三
木
」
　
「
放
下
僧
」

　
　
ふ
な
は
し
　
　
　
　
　
え
ぼ
し
　
お
れ

　
　
「
船
橋
」
※
「
鳥
帽
子
折
」
※

　
　
こ
う
や
も
の
ぐ
る
い
　
　
　
　
も
り
ひ
さ

　
　
「
高
野
物
狂
」
※
「
盛
久
」

〔
中
部
地
方
〕

　
　
う
　
と
　
う
　
　
　
き
　
セ
　
　
く
ま
さ
か

　
　
「
善
知
鳥
」
　
「
木
曽
」
「
能
坂
」

　
　
さ
ね
も
り
　
　
　
つ
ち
ぐ
る
ま
　
　
と
も
な
が

　
　
「
実
盛
」
　
「
土
車
」
　
「
朝
長
」

　
　
よ
う
ち
そ
が
　
　
あ
た
か

　
　
「
夜
討
曽
我
」
　
「
安
宅
」

昭
和
四
十
八
年
九
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
（
本
学
国
文
学
・
専
任
講
師
）
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文
　
　
献
　
　
町

端
　
行
　
本

　
謡
曲
大
観
　
七
巻

　
註
解
　
鯉
前
曲
全
集
・
⊥
ハ
巻

　
世
阿
弥
十
六
部
集
評
釈
。
上
下

　
平
家
物
語
の
研
究

　
能
・
謡
名
所
旧
跡

　
続
　
能
。
謡
名
所
旧
跡

　
平
家
物
語

　
中
世
的
な
も
の
と
そ
の
展
界

　
謡
曲
・
狂
言

　
平
家
物
語
全
注
釈
・
四
巻

　
謡
曲
文
学

　
中
世
芸
文
の
研
究

　
謡
曲
の
ふ
る
里

　
能
の
研
究

　
能
に
生
き
る
歴
史
群
像

　
世
阿
弥
と
能
の
探
究

雑
誌
・
紀
要

　
修
羅
物
に
現
れ
し
武
士

　
世
阿
弥
の
修
羅
物
観

　
乎
曲
と
謡
曲
と
の
交
渉

　
謡
曲
平
家
も
の
の
成
立
史
観

　
修
羅
物
の
研
究

　
謡
曲
修
羅
物
の
構
想
と
季
感

　
　
　
　
佐
成
謙
太
郎

　
　
　
　
野
上
豊
一
郎

　
　
　
　
能
勢
　
朝
次

　
　
　
　
佐
々
木
八
郎

　
　
　
　
栗
林
　
貞
一

　
　
　
　
栗
林
　
貞
一

国
語
国
文
研
究
史
大
成
9

　
　
　
　
西
尾
　
　
実

国
語
国
文
研
究
史
大
成
8

　
　
　
　
冨
倉
徳
次
郎

平
家
物
語
と
修
羅
能
に
つ
い
て

鈴　三成斎高　松権金木筑里
木品瀬藤橋田藤井本土井
暢　頼一香義　　芳清誠鈴陸
幸　直三村雄　存一光二寛郎

安
富
常
次
郎

明
治
書
院
　

昭
5
～
6

中
央
公
論
社
　
　
昭
1
0
～
1
1

岩
波
書
店
　

昭
1
5
・
8

岬
馬
鞭
騨
昭
2
3
・
5

桧
　
書
店
　
　
昭
2
5
・
8

桧
　
書
店
　
　
昭
2
9
・
4

三
　
省
　
堂
　
　
昭
3
5
・
3

岩
波
書
店
　

昭
3
6
・
2

三
　
省
　
堂
　
　
昭
3
6
・
6

角
川
書
店
　

昭
4
1
～
覗

源
原
書
店
　

昭
4
1
・
8

有
精
　
堂
　
　
昭
4
1
・
1
2

鹿
島
出
版
社
　
　
昭
4
3
・
9

桜
　
楓
　
社
　
　
昭
艇
・
1
0

淡
交
社
　
昭
7
4
・
2

新
読
書
社
　
　
昭
4
8
・
3

能
楽
画
報
　
大
正
4
・
1

能
楽
画
報
　
大
正
4
・
1

歴
史
と
国
文
学
　
　
昭
5
・
1
2

刀
刊
日
本
文
学
　
　
昭
6
．
6

　
　
　
　
　
　
　
～
ワ
8
●
2

国
語
教
育
昭
B
脆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

五
十
嵐
力
博
士

記
念
論
文
集
・
　
昭
1
9
・
1
0

日
本
古
典
新
放

平
家
物
語
の
謡
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
八
郎

世
阿
弥
の
典
拠
と
し
た
平
家
物
語
　
　
　
荒
木
　
良
雄

世
阿
弥
と
修
羅
能
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
井
田
道
三

平
家
物
語
の
創
出
・
流
動
。
没
落
を
中
心
と
し
て

　
　
一
修
羅
と
軍
体
を
中
心
と
し
て
一
　
谷
　
　
　
宏

平
家
・
謡
曲
・
近
松
の
詞
章
に
お
け
る

漢
詩
文

謡
曲
の
名
所
旧
蹟

平
家
物
語
と
謡
曲

平
家
物
語
能
楽
の
怨
霊

世
阿
弥
と
平
家
物
語

修
羅
能
か
ら
修
羅
物
へ

平
家
物
語
と
謡
曲

平
家
物
語
と
能

平
家
物
語
と
謡
曲
と
の
関
連
性

　
　
一
木
曽
義
仲
に
つ
い
て
一

修
羅
能
と
平
家
の
物
語

　
　
r
世
阿
弥
の
忠
度
を
あ
ぐ
っ
て
一

佐
成
謙
太
郎

田
中
重
太
郎

田
中
　
　
允

村
田
　
　
昇

冨
倉
徳
次
郎

金
井
　
清
光

浜
坂
　
清
美

里
井
陸
男

久
保
素
子

永
積
　
安
明

平
家
物
語
の

研
究
下
所
収

甲
南
大
学
文

学
会
論
集

文
　
　
　
下

文
　
　
　
学

解
釈
と
鑑
賞

国
　
文
　
学

解
釈
と
鑑
賞

観
　
　
　
世

鳥
取
大
学
学
芸

学
部
研
究
報
告

女
子
大
国
文

同
志
三
国
文
学

紮
雛
鰭
研
畢

東
洋
大
学
短
期
大

学
論
集
国
語
篇

　
観
　
　
　
世

一
〇
九

昭
2
4
・
1

昭
2
9
・
2

昭
2
9
・
9

昭
2
9
・
9

昭
3
1
・
7

昭
3
1
・
9

昭
3
2
・
9

昭
3
9
・
8

昭
3
9
・
1
2

昭
4
1
・
3

昭
4
1
・
3

昭
4
3
・
3

昭
4
5
・
8
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